
欧米経済史（第7回）	
  
坂出健	


第６章　イギリス宥和政策とスターリング・
ブロック	




今週の内容	


•  時事問題ーアメリカ大統領選と「財政の崖」	
  
•  Sec.1　世界経済の解体	
  

•  Sec.2　スターリング・ブロックの形成	
  

•  Sec.3　イギリス宥和政策の経済的基礎	
  

•  国際政治経済学の理論①‐ネオ・リベラリズ
ム	




	
  Sec.1	
  世界経済の解体	


•  国際金融恐慌と再建国際金本位制の崩壊
（1931年）	
  

•  1931年5月　墺クレディット・アンンシュタルト倒
産→信用不安→外資流出・国内資本の逃避
→ドイツに波及（国際金融恐慌へ）	
  

•  1931年6月フーバー・モラトリアム（戦債・賠償
の一時停）	
  

•  対独緊急借款ー7月ドイツ金融恐慌	




いわゆる為替戦争・貿易戦争	


•  ポンドの信認揺らぎ、金流出	
  
•  9月21日イギリス金本位制離脱	
  
•  1931年中に25か国が金本位制放棄し、再建国際
金本位制は崩壊	
  

•  →「いわゆる為替戦争・貿易戦争」	
  
•  金本位制離脱諸国ー大幅な為替切り下げにより
金本位制国への輸出ドライブ	
  

•  金本位制諸国ー貿易障壁（輸入関税引き上げ・
輸入数量割り当て）	
  



世界経済会議の失敗	


•  1933年世界経済会議開催ー国際金本位制再
建目標	
  

•  FDR政権ードルの切り下げ意図し、国内均衡
優先し、非協力	
  

•  →スターリング・ブロック、ドル・ブロック、金ブ
ロック（仏等）、ドイツ広域経済圏、円ブロック
に分裂	
  

•  各ブロック相互の近隣窮乏化政策により世界
経済は縮小	
  



Sec.2	
  スターリング・ブロックの形成	


WWI前の国際金融システムにおけるイギリス対外
経済政策の焦点ー固定レートでの金との交換性、
輸入のための自由市場を維持（貿易収支赤字）、
資本輸出・サービス（貿易外収支黒字、経常収支
黒字）	
  

大恐慌後ー金本位制停止、国際収支赤字化・資本
輸出制限	
  

1932年　スターリング・ブロック形成戦略	
  
財政政策ー均衡財政主義堅持	
  



1932年オタワ帝国会議	


•  1932年7月オタワ帝国会議	
  
•  特恵関税を基礎とした貿易同盟成立	
  

•  スターリング・ブロックの形成	
  

•  イギリス帝国の結束強化	
  

•  1933年7月世界経済会議失敗後、スカンジナ
ビア諸国・アルゼンチンを加えた広い経済圏、
事実上の通貨同盟	




スターリング・ブロック①	


•  加盟国に対し、イギリス市場へのアクセスおよ
び資本輸出を与え、その見返りとして、	
  

•  ①イギリスの輸出品を優遇する二国間の特恵
関税協定を締結	
  

•  ②自国通貨をポンドにくぎ付け、準備通貨をポ
ンドで保有する	
  

•  ③ポンド建て債務の継続	




スターリング・ブロック②	


•  ポンドは、ブロック内通貨には自由に固定価
格での交換性を、ブロック外通貨には変動為
替レートではあるが自由交換性を持っていた。	
  

•  南アフリカの新産金・インドの退蔵金が流入す
るロンドン自由金市場を通じて、他の金融セ
ンターよりも自由な金交換性があった。	




スターリング・ブロック③	


•  ブロック内の国際決済がポンドで行われる限
り、加盟国の民間及び公的支払い準備がポ
ンド残高として保有されるので、イギリスの対
ブロック収支が悪化しても基軸通貨ポンドの
安定が可能になる。	
  

•  加盟国のブロック外収支が黒字になると、彼ら
が獲得した外貨・金がポンド残高に転換され
るので、イギリスの外貨・金準備が増強され
る。	




Sec.3　イギリス宥和政策	
  
の経済的基礎	


•  第二次大戦起源論争	
  
•  ニュールンベルグ国際軍事裁判ーナチス・ドイ
ツの意図的・計画的侵略性が責任論として強
調	
  

•  ワット「陰謀理論」‐枢軸諸国の対外侵略の
計画性が指摘	
  

•  第二次大戦起源論争における「米ソ冷戦」の
開始	




第二次大戦起源論争における「米ソ
冷戦」の開始 

•  西側ー「独ソ不可侵条約」を批判	
  
•  東側ーミュンヘン宥和→ナチス台頭を助長	
  

•  チャーチル『第二次世界大戦』	
  
•  　宥和政策ー「ナチスの危険性に対する無知
の「過誤」」	




テーラーと修正主義	


•  テーラー『第二次世界大戦の起源』（1961年）	
  
•  ヒトラーー国力にふさわしい対外的地位を回
復しようとしたにすぎない。	
  

•  ↓	
  

•  「正統派」×「修正主義」論争開始	
  

•  政府資料公開とともに実証的な研究開始	
  



ナチス・ドイツの対外侵攻過程①	


•  1938年3月　オーストラリアを合併（初めて軍
隊を国境外に進出した）	
  

•  1938年9月　ミュンヘン協定ーチェコスロバキ
アのズデーデン地方のドイツへの割譲ーイギ
リス首相チェンバレンの宥和主義外交の代表
例	
  

•  1939年3月チェコスロバキアを完全解体	
  

•  1939年8月　独ソ不可侵条約	




ナチス・ドイツの対外侵攻過程②	


•  1939年9月　ポーランド侵攻→英仏と独の「奇
妙な戦争」	
  

•  「なぜチェンバレン内閣は宥和主義外交を続
けたのか？」	




宥和外交の経済的背景	


•  テーラー「宥和主義者を愚者か臆病者として
一蹴する」ことを拒否し、「宥和論者は現実の
問題に直面しその状況にあって全力をつくし
た」	
  

•  佐々木ー宥和論者が直面した現実の問題と
は何か？‐イギリス帝国の防衛	




対独戦争の回避	


•  ドイツとの戦争→アメリカからの借款の必要性
→アメリカの経済的リーダーシップ受け入れ
（具体的には門戸開放要求の受け入れ）‐イ
ギリスは経済的独立性の喪失を恐れ、アメリ
カへの財政的依存を回避しようとした。	
  

•  1940年5月ドイツ、フランス侵攻→対独強硬路
線提唱するチャーチルが首相に就任「バト
ル・オブ・ブリテン」へ	




来週の内容	


•  第7章　ナチス経済体制	



